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3 月 23 日（火）、町民センターで、「手づくり加工品開発セミナー」が開催されました。
セミナーには、美方郡内の加工品グループのメンバーと湯村温泉若女将会「ゆむらなでし
こ」のメンバーが参加して、加工品や農産物などのプレゼンテーションや試食会が行われ、
湯村温泉の旅館への販路拡大などについて意見交換を行いました。
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平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
は
、
独
居

高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
を
創
設
し
ま
す
。
さ
ら

に
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
新
た
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い

町
を
め
ざ
し
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想（
仮
称
）

検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

継
続
事
業
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
お
よ
び
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
を
中
心
に
、
総
合
的
な
ま
ち
の
基

盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防

火
水
槽
の
設
置
お
よ
び
消
防
車
両
等
の

更
新
を
継
続
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

策
定
し
た
「
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
の

〝
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
〟
５
つ
の
政

策
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

95
億
７
８
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
加

え
た
全
体
で
は
１
６
６
億
３
１
６
７
万

円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
景
気
の
悪
化
が
影

響
し
て
対
前
年
度
比
較
で
減
少
と
な

り
、
総
額
15
億
１
７
９
１
万
円
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

算
定
方
式
の
改
正
等
に
よ
り
、
総
額

46
億
２
７
３
５
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

財
産
収
入
で
は
、
未
利
用
地
等
に
係

る
財
産
処
分
お
よ
び
財
産
貸
付
収
入
を

見
込
み
ま
し
た
。
町
債
は
、
投
資
的
事

業
を
抑
制
し
つ
つ
、
事
業
の
必
要
性
、

投
資
効
果
等
を
考
慮
し
適
債
事
業
を
厳

選
し
ま
し
た
。
特
に
過
疎
債
お
よ
び
合

　

平
成
22
年
度
予
算
は
、
住
民
の
「
参
画
と
協
働
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
住
民
が

安
心
し
て
、
安
全
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
配
慮
し
た「
生
活
に
密
着
し
た
温
も
り
あ
る
予
算
」と
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

財
政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
求
め
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
第
２
次

行
財
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
、
効
率

的
・
効
果
的
な
行
財
政
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

  
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

―

平
成
22
年
度
予
算
概
要―歳入合計

95 億 7,800 万円

一般会計（歳入）

地方交付税
46億 2,735 万円
48.3％

町税
15億 1,791 万円
15.8％

町債
11億 738 万円
11.6％

県支出金
7億 4,159 万円
7.7％

分担金及び負担金
6,725 万円
0.7％

使用料及び
手数料
2億 4,005 万円
2.5％

国庫支出金
3億 7,021 万円
3.9％

諸収入
3億 9,113 万円
4.0％

繰入金
9,778 万円
1.0％

寄付金
1,467 万円
0.2％

地方譲与税
1億 1,100 万円
1.2％ 地方消費税

交付金
1億 6,340 万円
1.7％
自動車
取得税
交付金
5,340 万円
0.6％

地方特例
交付金
3,090 万円
0.3％

財産収入
1,688 万円
0.2％

その他
2,710 万円
0.3％
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   会計別の予算額
（単位：千円）

会　計　名 平成 22 年度予算 前年度対比
一　般　会　計 9,578,000 △ 6.1％

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,837,785 3.0％
国民健康保険事業（照来診療所施設勘定） 42,633 △ 4.0％
国民健康保険事業（八田診療所施設勘定） 49,831 16.2％
国民健康保険事業（歯科診療所施設勘定） 63,139 △ 0.1％
老人保健事業 1,240 △ 78.6％
介護保険事業 1,291,198 3.7％
浜坂地区残土処分場事業 19,226 △ 60.2％
温泉地区残土処分場事業 10,854 △ 46.1％
コミュニティ・プラント事業 102,555 △ 5.9％
宅地造成事業 ― 皆減
簡易水道事業 30,143 △ 73.6％
七釜温泉配湯事業 11,396 △ 3.9％
下水道事業 1,015,059 1.4％
後期高齢者医療 193,684 3.5％

計 4,668,743 △ 0.3％
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 56,334 16.0％
水道事業 771,375 33.0％
公立浜坂病院事業 1,557,219 △ 5.4％

計 2,384,928 4.9％

併
特
例
債
な
ど
後
年
度
交
付
税
措
置
の

あ
る
町
に
負
担
の
少
な
い
有
利
な
起
債

を
計
上
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

一
般
行
政
経
費
で
は
、
従
来
に
も
増

し
て
削
減
を
図
る
よ
う
努
力
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
県
の
緊
急
雇
用
創
出
補

助
事
業
を
活
用
し
た
臨
時
職
員
の
雇
用

賃
金
や
汚
泥
処
理
施
設
共
同
整
備
事
業

に
か
か
る
計
画
策
定
な
ど
の
物
件
費
が

増
え
て
い
ま
す
。
経
常
経
費
は
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
の
削
減
に
努
め
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
い
増
加
す
る
修
繕
料
な
ど

は
、
必
要
最
小
限
の
予
算
化
に
と
ど
め

ま
し
た
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
は
臨
時

的
経
費
を
中
心
に
大
幅
な
歳
出
削
減
を

行
う
こ
と
と
し
、
住
民
の
要
求
お
よ
び

新
た
な
行
政
課
題
を
整
理
し
、
投
資
効

果
を
見
極
め
な
が
ら
事
業
の
取
捨
選
択

を
行
い
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基

づ
く
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
総
額
の
削
減
を
図
り
ま

し
た
。

土木費
4億 4,816 万円 4.7％

歳出合計
95 億 7,800 万円

総務費
12億 498 万円
12.6％

一般会計（歳出・目的別）

民生費
19億 4,923万円
20.3％

衛生費
11億 907 万円
11.6％

労働費
1,229 万円
0.1％

農林水産費
6億 7,471 万円
7.0％

商工費
3億 3,086 万円 3.5％

消防費
4億 6,832 万円
4.9％

教育費
7億 2,021 万円
7.5％

公債費
15億 8,467万円
16.5％

諸支出金
9億 5,320 万円
10.0％

予備費
2,500 万円
0.3％

議会費
9,730 万円
1.0％

一般会計（歳出・性質別）
人件費（19.3％）
18 億 4,914 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（17.0％）
16 億 3,062 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（6.5％）
6 億 2,536 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（15.5％）
14 億 8,546 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（7.2％）
6 億 8,463 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（16.5％）
15 億 8,467 万円
借入金（町の借金）
の返済金

繰出金（13.1％）
12 億 5,464 万円
特別会計への繰出金

その他（4.9％）
4 億 6,348 万円
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し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
税
収
の
増
加

は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
国
が
進
め
る

三
位
一
体
改
革
に
伴
う
地
方
交
付
税
の

減
額
も
影
響
し
て
、
財
政
は
硬
直
化
し

て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
や
価
値
観
の

変
化
に
伴
い
、住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、

高
度
化
す
る
中
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人

材
の
下
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
不
断
に
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
５
年

間
の
行
財
政
改
革
の
指
針
と
な
る
、
第

２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
、
住

民
で
組
織
す
る
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
き
、
庁
内
の
行

財
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
同
大
綱

お
よ
び
具
体
的
改
革
事
項
を
定
め
た
実

行
財
政
改
革
の
必
要
性
、
策
定
趣
旨

　

本
町
は
平
成
18
年
12
月
に
行
財
政
改

革
大
綱
と
実
施
計
画
を
策
定
し
、
強
固

な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行

政
体
制
が
確
立
で
き
る
よ
う
改
革
の
推

進
に
取
り
組
み
、
経
費
の
削
減
や
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
２
次
新
温
泉
町
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
同
実
施
計
画
を
策
定

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

改
革
の
柱
（
基
本
目
標
）

①
住
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進

②
財
政
健
全
化
の
推
進

③
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
の
推

進
④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
新
時
代
の

行
政
の
推
進

大
綱
及
び
実
施
計
画
の
推
進
期
間

　

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
５
年
間

大
綱
・
実
施
計
画
の
内
容

●
基
本
目
標
１

　

住
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進

　

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立

し
た
自
治
体
と
し
て
、
住
民
満
足
度
を

高
め
、
個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
住
民
と
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
担
い

な
が
ら
、
連
携
と
協
働
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

○
審
議
会
等
委
員
の
公
募
制
の
推
進
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

な
ど
、
行
政
へ
の
住
民
参
画
の
促
進

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み

を
参
画
と
協
働
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
推
進

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
の

充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の

活
用

○
「
自
治
」
の
基
本
ル
ー
ル
と
な
る
自

治
基
本
条
例
の
制
定
と
啓
発

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
提
供

の
充
実　

な
ど

【
効
果
額
】
な
し

●
基
本
目
標
２

　

財
政
健
全
化
の
推
進

　

本
町
の
財
政
の
硬
直
化
が
進
む
状
況

に
お
い
て
住
民
満
足
度
を
高
め
て
い
く

た
め
、
今
後
さ
ら
に
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
生
む
効
率
的
、
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

○
財
政
計
画
の
策
定
お
よ
び
公
表
、
投

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
合
併
効
果

を
生
か
し
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
に
加
え
、｢

住
民
が
主
人
公｣

を
基
本
と
し
た
、〝
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
む

効
率
的
な
事
業
の
執
行
〟
と
〝
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
財
政
運
営
〟
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
住

民
の
参
画
と
協
働
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

▲行財政改革推進委員会の様子
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資
的
事
業
抑
制
・
物
件
費
の
削
減
な

ど
の
経
費
の
削
減

○
行
政
評
価
を
活
用
し
た
枠
配
分
予
算

の
検
討

○
未
利
用
地
等
の
売
却
処
分
、
町
税
徴

収
率
の
向
上
等
に
よ
る
自
主
財
源
の

確
保

○
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
点
検
・
評
価
公

表
、
下
水
道
接
続
率
の
向
上
お
よ
び

汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備
事
業
（
ｍ

ｉ
ｃ
ｓ
）
の
実
施
な
ど
の
公
営
企
業

等
の
経
営
健
全
化　

な
ど

【
効
果
額
】
１
億
６
９
７
６
万
４
千
円

　
（
累
積
効
果
額
５
億
３
１
９
万
円
）

●
基
本
目
標
３

　

効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
の
推
進

　

限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
を
よ
り
効
率

的
に
活
用
す
る
た
め
、
住
民
の
視
点
か

ら
常
に
点
検
を
行
い
、
真
に
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
重
点
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
時
代
に
応
じ
た
組
織
機

構
の
見
直
し
や
、
人
材
育
成
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
、
人
員
配
置
の

適
正
化
を
図
り
ま
す
。

○
行
政
評
価
の
充
実
、
決
裁
規
定
の
見

直
し
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
な
ど
の

事
務
事
業
の
見
直
し

○
職
員
数
の
抑
制
に
対
応
で
き
る
よ
う

組
織
機
構
の
見
直
し
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
制
導
入
検
討
、
ま
た
、
支
所
機
能

の
再
点
検

○
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
い
た
定
員

の
適
正
化

○
職
場
研
修
、
研
修
派
遣
、
接
遇
・
人

権
研
修
な
ど
の
独
自
研
修
の
実
施
お

よ
び
人
事
評
価
制
度
導
入
に
よ
る
人

材
育
成　

な
ど

【
効
果
額
】
９
９
６
１
万
７
千
円

（
累
積
効
果
額
２
億
２
４
４
９
万
円
）

●
基
本
目
標
４

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
新
時
代
の

行
政
の
推
進

　

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
的
確
で
よ
り

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ま

た
、
庁
内
の
情
報
化
に
よ
る
事
務
事
業

の
効
率
化
と
高
度
化
に
加
え
て
、
地
域

情
報
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
庁
舎
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
、
窓

口
対
応
の
改
善
や
職
員
の
意
識
改

革
、
分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
な
ど

に
よ
る
利
用
し
や
す
い
役
場
づ
く
り

○
温
泉
地
域
へ
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
地
区
公
民
館
の
設
置
検
討

○
浜
坂
地
域
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
検

討
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
検
索
シ

ス
テ
ム
整
備
な
ど
の
電
子
自
治
体
の

推
進

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
、

子
育
て
情
報
の
充
実
、
い
じ
め
、
不

登
校
対
策
の
充
実
な
ど
に
よ
る
、
よ

り
よ
い
子
育
て
・
子
ど
も
の
育
つ
環

境
づ
く
り　

な
ど

【
効
果
額
】

88
万
５
千
円

　
（
累
積
効
果
額
２
３
８
万
５
千
円
）

●
効
果
額
合
計

　

２
億
７
０
２
６
万
６
千
円

　
（
累
積
効
果
額
７
億
３
０
０
６
万
５
千
円
）

※
累
積
効
果
額　

行
革
大
綱
・
実
施
計

画
期
間
内
の
単
年
度
効
果
額
に
過
年

度
実
施
分
の
継
続
効
果
を
加
え
た
額

を
積
み
上
げ
た
も
の

推
進
体
制

　

新
た
な
推
進
体
制
と
し
て
、「
行
財

政
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
必
要
に
応
じ
組
織
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
課
題
解
決
に

向
け
た
各
課
横
断
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
本
部
長
の
任
命
し
た
職
員
に
よ
り

同
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
本
部
長
か
ら
指

示
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
を
行
い
ま
す
。（
上
表
の
と
お
り
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

◆新温泉町行財政改革推進体制

行財政改革推進
委員会 町　　長

町　　民

行財政改革推進
本部

新温泉・改革創造
チーム

行財政改革推進
プロジェクトチーム

町政に見識を有する
者、公募委員
行革推進事項を調査
審議

本部長　：町長
副本部長：副町長
本部員　：幹部職員

全庁体制で行革推進

中堅若手職員（指名または
応募）
施策の企画・立案

本部長任命職員

専門的な行革課題等の調査・
検討

諮問・報告

意見・答申

パブリック
コメント

公表・意見

指　名

提　案

任命・指示

成果報告

※新温泉・改革創造チーム：中堅若手職員による政策研究グループ
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な
っ
て
本
町
の
公
共
交
通
の
将
来
に
む

け
て
、
今
、
何
を
す
る
べ
き
か
を
じ
っ

く
り
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、

今
回
は
、
鉄
道
と
バ
ス
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
温
泉
町
公
共
交
通
の

現
状
と
課
題

【
鉄
道
】

　
「
山
陰
線
播
但
線
輸
送
改
善
事
業
」

に
よ
る
「
特
急
は
ま
か
ぜ
」
の
新
型
車

両
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
、
餘
部
橋
り
ょ

う
の
新
橋
架
け
替
え
が
進
み
、
山
陰
本

線
の
定
時
制
確
保
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
新
温
泉
町
民
ふ

れ
あ
い
の
旅
」
の
実
施
や
「
町
職
員
出

張
の
Ｊ
Ｒ
積
極
的
利
用
」、「
鉄
道
グ
ッ

ズ
館
」、「
の
れ
ん
架
け
替
え
事
業
」
な

ど
、
本
町
に
お
い
て
も
、
官
民
一
体
と

　

公
共
交
通
の
維
持
は
現
在
の
交
通
弱

者
（
学
生
や
高
齢
者
等
）
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
住
民
の
将
来
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
な
重
要
で
あ
り
、
今
、
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
行
政
・
住
民
が
一
体
と

 

私
た
ち
の
公
共
交
通
が
危
な
い
！！

　

乗
っ
て
守
ろ
う
、
私
た
ち
の
生
活
の
移
動
手
段

　

地
域
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
。
住
民
の
日
常
生
活
の
ほ
か
、
観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る
来
訪
者
の
移
動
手
段
に
は

大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新
温
泉
町
は
中
心
市
街
地
や
病
院
・
学
校
等
の
公
共
施
設
や
観
光
施
設
へ
の
移
動
距
離
が

あ
り
、公
共
交
通
網
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
は
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、自
家
用
自
動
車
の
普
及
等
に
よ
っ

て
、
利
用
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
本
町
の
公
共
交
通
の
現
状
は
、
利
便
性
の
低
下
な
ど
利
用
者
に
多
く
の
負
担

を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
さ
ら
に
進
ん
だ
場
合
、
近
い
将
来
公
共
交
通
は
廃
止
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
っ
た
山
陰
線
の
利
用
促
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
鳥

取
か
ら
豊
岡
間
の
普
通
車
両
の
直
通
便

が
廃
止
さ
れ
、
特
急
も
浜
坂
駅
で
の
乗

降
が
可
能
な
便
は
、
往
復
で
2
便
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
は
十
分
改
善
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

【
バ
ス
】

　

平
成
19
年
の
全
但
バ
ス
株
式
会
社
の

路
線
休
止
申
し
出
を
受
け
、
地
域
住
民

の
移
動
手
段
と
な
る
生
活
路
線
の
維
持

と
地
域
活
性
化
が
課
題
と
な
り
、
平
成

20
年
10
月
1
日
よ
り
「
夢
つ
ば
め
（
町

民
バ
ス
）」
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
と
鳥
取
駅
を

結
ぶ「
ゆ
め
ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
」

は
、観
光
客
の
移
動
手
段
の
み
な
ら
ず
、

生
活
路
線
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

　
「
夢
つ
ば
め
」
は
、
利
便
性
向
上
の

施
策
と
し
て
、
①
上
限
３
０
０
円
の
運

賃
設
定
、
②
フ
リ
ー
乗
降
区
間
設
定
、

③
他
の
公
共
交
通
と
の
乗
り
継
ぎ
改

善
、
④
通
学
・
通
院
時
間
に
適
し
た
ダ

イ
ヤ
編
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
人
口
減
少
や
自
家
用
自
動
車
の
普

及
に
よ
り
、
今
後
も
利
用
者
の
増
加
は

厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
夢
つ
ば
め
」
の
運
行
基
準
は
「
１

人
超
／
便
」
で
す
が
、
こ
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
路
線
は
、平
日
で
約
７
割
、

休
日
で
５
割
程
度
で
す
。
こ
の
状
態
が

続
け
ば
平
成
23
年
度
を
目
途
に
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
便
・
路
線
は
『
減
便
・

廃
止
』
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
ゆ
め

H22（2010）.4.8

▲ＪＲ餘部橋りょう

▲夢つばめ（町民バス）
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▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
」
の
利
用
者

も
年
々
減
少
し
、
平
成
20
年
９
月
の
全

但
バ
ス
撤
退
に
よ
る
減
便
に
よ
っ
て
、

以
前
よ
り
も
さ
ら
に
利
用
者
は
減
少

し
、
今
後
の
存
続
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
政
策
研
究
会
・ 

公
共
交
通
法
定
協
議
会

　

本
町
で
は
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め

と
し
た
町
の
活
性
化
、
観
光
振
興
お
よ

び
公
立
浜
坂
病
院
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、「
新
温
泉
町
交
通
政
策
研
究

会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、

住
民
の
参
画
と
協
働
の
も
と
、
公
共
交

通
（
鉄
道
・
バ
ス
・
飛
行
機
・
タ
ク
シ
ー
）

の
利
用
促
進
と
、
効
率
的
な
運
行
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
夢
つ
ば
め
（
町

民
バ
ス
）」
の
実
証
運
行
に
つ
い
て
は
、

道
路
運
送
法
の
規
定
に
基
づ
き
、「
新

温
泉
町
公
共
交
通
法
定
協
議
会
」
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、

需
要
に
応
じ
た
住
民
の
生
活
に
必
要
な

輸
送
の
確
保
や
利
便
性
向
上
を
図
り
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
に
必
要
と
な
る
事
項
等
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
今
年
度
も
「
新
温
泉
町
交

通
政
策
研
究
会
・
新
温
泉
町
公
共
交

通
法
定
協
議
会
」
を
開
催
し
、
公
共
交

通
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
傍
聴
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新温泉町民ふれあいの旅
「魚津埋没林・黒部渓谷と名湯金太郎温泉」のご案内

毎年好評を頂いています「新温泉町民ふれあいの旅」を次
のとおり実施します。多数のご参加をお待ちしています。
（詳細は広報と一緒にお届けしています募集チラシをご参

照ください）

◇と　　き　　6月 18日（金）～ 19日（土）
◇行 き 先　　魚津埋没林・黒部渓谷と名湯金太郎
　　　　　　　 温泉（富山県方面）

◇参  加  費　　37,000 円
◇申込方法　　チラシ裏面の応募用紙に必要事項を記載
　　　　　　　 のうえ、ＪＲ浜坂駅または、役場企画課

　　　　　　　 へお申し込みください。

―問い合わせ―
ＪＲ浜坂駅　℡（0796）82 ‐  1019

企画課　　　℡（0796）82 ‐  5624

（誤）

（夏）…夏季
（４月～ 11月）
（冬）…冬季
（12月～３月）

（正）

（夏）…夏季
（３月～ 10月）
（冬）…冬季
（11月～２月）

H22（2010）.4.8

に
お
い
て
会
議
の
資
料
お
よ
び
議
事
録

を
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、「
飛
行
機
と
タ
ク
シ
ー
の

現
状
と
課
題
」
お
よ
び
「
新
温
泉
町
交

通
政
策
研
究
会
・
新
温
泉
町
法
定
協
議

会
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

●
お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
下
旬
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
「
夢
つ
ば
め
時
刻
表
」
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

◆ ｢夢つばめ」一日当たりの利用人数推移
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◇
対
象
者　

町
外
の
方
限
定

◇
募
集
人
員　

４
０
０
人

◇
参
加
費

・ 

大
人
（
中
学
生
以
上
）　

２
千
円

・ 
小
人
（
中
学
生
以
下
）　

１
千
円

▼
「
隠
れ
人
」
で
参
加

　
〝
お
に
〟
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
湯

村
温
泉
街
の
エ
リ
ア
内
に
隠
れ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
開
会

※
受
付　

午
前
８
時
30
分
～
（
隠
れ
人

は
午
前
８
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

湯
村
温
泉
街

▼
主
催　

全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
協
会

▼
「
お
に
」
で
参
加

　

湯
村
温
泉
街
の
エ
リ
ア
内
に
隠
れ
た

〝
隠
れ
人
〟
を
探
し
出
し
ま
す
。

「
第
11
回
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
」
参
加
者
募
集

　

湯
村
温
泉
街
を
舞
台
に
誰
も
が
楽
し
め
る
〝
か
く
れ
ん
ぼ
〟
の
大
会
で
す
。
４
０
０
人
の
「
お
に
」
が
、隠
れ
た
２
０
０
人
の
「
隠

れ
人
」
を
見
つ
け
出
し
、
奉
行
所
ま
で
連
行
し
ま
す
。
当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
が
町
に
あ
ふ
れ
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
の
か
く
れ
ん
ぼ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

中
学
生
以
上
の
ど
な
た
で

も
参
加
可

◇
募
集
人
員　

２
０
０
人

◇
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以
上
の
み
）

　

１
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

５
月
20 

日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
競
技
は
、
隠
れ
人
を
見
つ
け
出
し
、

奉
行
所
ま
で
連
行
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
人
間
を
使
っ
た
宝
探
し
の
よ
う

な
感
じ
で
、
奉
行
所
で
の
く
じ
と
閉

会
式
で
の
抽
選
で
賞
品
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
要
素
と
し

て
仮
装
を
推
奨
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
協
会
事
務
局

　
（
温
泉
総
合
支
所　

振
興
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

㈱
但
馬
銀
行
は
、
但
馬
地
域
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
を
創
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
に
お
い
て
、

同
社
か
ら
新
温
泉
町
へ
50
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
、
浜
坂
支
店
の
西
村
輝
久

支
店
長
が
役
場
を
訪
れ
、
岡
本
町
長
に

寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
奥
八
田

小
学
校
の
校
庭
に
あ
る
県
下
最
大
級
と

い
わ
れ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
保
護
・
保

全
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
林
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

㈱
但
馬
銀
行
か
ら

「
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
寄
付▲町長へ寄付金を手渡す西村支店長

▲「おやすみ処」でくつろぐ参加者

▲一斉に“隠れ人 ”を探しに向かう“おに ”
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出
席
者
全
員
で
元
気
に
最
後
の
校
歌
斉
唱

　

春
来
・
温
泉
・
熊
谷
小
学
校
閉
校
式

　

こ
の
う
ち
春
来
小
学
校
で
は
、
児
童

会
長
の
福
井
一
輝
さ
ん
が
児
童
を
代

表
し
て
「
閉
校
の
年
に
こ
の
春
来
小
学

校
で
過
ご
せ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
春
来
小
学
校
で
学
ん
で
得
た
力
を

し
っ
か
り
生
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

温
泉
小
学
校
で
は
、
井
上
正
弘
校
長

が
「
今
日
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
や

歴
史
が
、
新
た
な
歩
み
の
中
で
さ
ら
に

光
を
増
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
し
く
開
校

す
る
「
温
泉
小
学
校
」
へ
の
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。

　

熊
谷
小
学
校
で
は
、
在
校
生
と
も
に

こ
の
春
卒
業
し
た
児
童
や
多
く
の
地
域

の
住
民
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
の
最
後

に
は
、
出
席
者
全
員
で
熊
谷
地
区
の
美

し
い
四
季
に
つ
い
て
ふ
れ
た
「
熊
谷
小

学
校
校
歌
」
を
大
き
な
声
で
元
気
よ
く

歌
い
、
思
い
出
深
い
熊
谷
小
学
校
と
の

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
奥
田
象
造
さ
ん
は
、
平
成
７
年
12
月

か
ら
新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
平
成
21
年

８
月
30
日
に
執
行
さ
れ
た
第
45
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
適
正
な
執

行
管
理
に
努
め
、
開
票
作
業
に
投
票
用

紙
読
取
分
類
機
を
導
入
す
る
な
ど
、
作

業
の
効
率
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
に
よ
り

投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課　

行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

 

奥
田
象
造
さ
ん

 

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞▲奥田象造さん

▲春来小学校

▲温泉小学校

▲熊谷小学校

　

温
泉
地
域
の
小
学
校
再
編
に
伴
い
、
４
月
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
春
来
、
温

泉
、
熊
谷
小
学
校
で
、
３
月
24
日
（
水
）、
閉
校
式
を
行
い
ま
し
た
。
３
校
は
い
ず

れ
も
明
治
初
期
に
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
の
約
１
２
０
年
以
上
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
３
校
の
児
童
は
４
月
に
新
し
く
開
校
す
る
「
温
泉
小
学
校
」
で
共
に

学
び
ま
す
。
各
校
ご
と
の
閉
校
式
に
は
、
在
校
生
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民
、
卒
業

生
な
ど
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
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町政のうごきから
温
泉
総
合
支
所
長

▼
温
泉
総
合
支
所
長
兼
振
興
課
長
兼
住

民
福
祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館

長　

阪
本
晴
良
（
町
民
課
長
）

総
務
課

▼
副
課
長
兼
人
権
推
進
室
長
（
医
療
対

策
担
当
） 　

谷
田
善
明
（
町
民
課
副
課

長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
主
査　

松
本
晃
（
福
祉
課
主
査
）
▼
主
事　

縄

手
美
幸
（
町
民
課
主
事
）
▼
運
転
手
兼

用
務
員　

今
井
満
（
浜
坂
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
転
手
兼
調
理
員
）

企
画
課

▼
課
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長

　

田
中
雅
樹
（
企
画
課
長
）
▼
副
課
長

兼
通
信
基
盤
整
備
係
長　

西
村
徹
（
副

課
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
推
進
係

長
）▼
広
報
情
報
係
長　

仲
村
祐
子（
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室

▼
主
事　

山
本
太
一
（
産
業
建
設
課
主

事
）

税
務
課

▼
主
事　

竹
中
学
（
採
用
）

町
民
課

▼
課
長　

中
村
茂
（
商
工
観
光
課
長
）

▼
参
事
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長　

三
谷

満
男
（
企
画
課
参
事
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
室
長
）▼
主
事　

沼
田
麻
美（
議

会
事
務
局
主
事
）
▼
主
事　

小
林
雄
貴

（
採
用
）

環
境
セ
ン
タ
ー

▼
運
転
手
兼
作
業
員　

福
島
一
夫
（
介

護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
運
転
手
兼

用
務
員
）

健
康
課

▼
健
康
推
進
係
長　

谷
渕
朝
子
（
住
民

福
祉
課
福
祉
係
長
）

福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
垣
日
出
樹
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
主
査　

福
田
由
紀
江
（
総
務
課

主
査
）

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

下

田
満
子
（
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主

任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）

浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

山

木
真
澄
（
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
主
任
保

育
士
兼
主
任
教
諭
）
▼
主
任
保
育
士
兼

主
任
教
諭　

井
上
寛
子
（
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
所
長
兼
温
泉
幼
稚
園
長　

馬
場
恵
子

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
温
泉
幼

稚
園
長
）
▼
次
長
兼
温
泉
保
育
園
長
兼

子
育
て
支
援
部
長　

稲
木
す
み
江
（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
総
括
主
任
保
育
士
兼

主
任
教
諭
）
▼
総
括
主
任
保
育
士　

岡

美
由
紀
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
任
保

育
士
）▼
保
育
士
兼
教
諭　

山
崎
彩（
採

用
）

商
工
観
光
課

▼
課
長　

田
中
豊
（
農
林
水
産
課
参
事

［
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
派
遣
］）

農
林
水
産
課

▼
課
長
補
佐
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
課

長
補
佐　

長
谷
阪
仁
志
（
町
民
課
課
長

補
佐
［
北
但
行
政
事
務
組
合
派
遣
］）

▼
主
査　

山
根
弘
之（
建
設
課
主
事［
新

温
泉
土
木
事
務
所
派
遣
］）

建
設
課

▼
主
査　

尾
崎
圭
示
（
浜
坂
公
民
館
主

査
）
▼
主
事　

浅
野
卓
也
（
振
興
課
主

事
）

上
下
水
道
課

▼
課
長　

中
井
孝
吉（
産
業
建
設
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
施
設
係
長　

井

上
陽
一
（
上
下
水
道
課
下
水
道
施
設
係

長
）
▼
主
査　

上
島
勝
子
（
先
人
記
念

館
主
査
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
総
看
護
師
長　

陣
在
佳
子
（
介
護
老

人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護
師
長
）

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
総
看
護
師
長　

上
島
啓
子
（
公
立
浜

坂
病
院
総
看
護
師
長
兼
介
護
老
人
保
健

施
設
さ
さ
ゆ
り
総
看
護
師
長
）
▼
運
転

手
兼
用
務
員　

大
田
秀
幸
（
環
境
セ
ン

タ
ー
運
転
手
兼
作
業
員
）
▼
主
任
介
護

福
祉
士　

谷
村
雄
一
郎
（
介
護
老
人
保

　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

　

地
方
分
権
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
総
合
的
行
政
・
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

組
織
改
革
と
し
て
、
総
務
課
副
課
長
を
「
医
療
対
策
担
当
」
と
し
、
医
師
確
保
対

策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
課
に
専
任
の
教
育
指
導
相
談
員

（
嘱
託
職
員
）
を
配
置
し
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
無
い
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
推
進
係
」
を
「
通
信
基
盤
整
備
係
」
に
改
称
し
、

地
域
情
報
化
の
総
合
的
な
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
以
下
、
４
月
１
日
付
け

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

H22（2010）.4.8
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町政のうごきから
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士
）
▼
理

学
療
法
士　

岡
本
一
馬
（
採
用
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
看
護
師
長　

安
家
英
子
（
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
任
看
護
師
）

は
ま
さ
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

▼
は
ま
さ
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
係

長　

澤
田
裕
子
（
は
ま
さ
か
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
主
査
）

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

田
渕
京
子

（
出
納
室
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長
［
支

出
担
当
］）
▼
主
査　

谷
口
薫
（
総
務

課
主
査
）
▼
同　

山
本
征
裕
（
税
務
課

主
査
）

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

▼
福
祉
係
長　

東
康
次
郎
（
企
画
課
係

長
［
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
］）

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

▼
課
長　

中
村
和
夫
（
農
林
水
産
課
参

事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
主

査　

松
本
浩
志
（
建
設
課
主
査
）

出
納
室

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

小
西
清

司
（
福
祉
課
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
出
納

係
長
（
支
出
担
当
）
山
本
順
子
（
振
興

課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

議
会
事
務
局

▼
主
査　

谷
口
和
代
（
振
興
課
主
査
）

教
育
委
員
会　

浜
坂
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
運
転
手
兼
調
理
員　

宮
階
美
孝
（
総

務
課
運
転
手
兼
用
務
員
）

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

▼
課
長
兼
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長

中
村
光
春
（
総
務
課
副
課
長
兼
人
権
推

進
室
長
）
▼
社
会
教
育
係
長　

小
谷
豊

（
企
画
課
広
報
情
報
係
長
）

浜
坂
公
民
館

▼
主
査　

川
﨑
晴
人
（
建
設
課
主
査
）

先
人
記
念
館

▼
主
査　

桶
本
千
恵
（
上
下
水
道
課
主

査
）

【
出
向
・
派
遣
】

▼
牧
場
公
園
長　

勝
田
稔
（
兵
庫
県
よ

り
派
遣
）
▼
兵
庫
県
へ
復
帰　

丸
山
重

吉
（
牧
場
公
園
長
）
▼
美
方
郡
広
域
事

務
組
合　

山
本
清
孝
（
社
会
教
育
課
長

兼
浜
坂
公
民
館
長
兼
加
藤
文
太
郎
記
念

図
書
館
長
）
▼
北
但
行
政
事
務
組
合　

西
垣
宏
一
（
健
康
課
健
康
推
進
係
長
）

▼
新
温
泉
土
木
事
務
所　

小
林
有
希

（
農
林
水
産
課
主
査
）
▼
兵
庫
県
税
務

課　

松
岡
一
孝
（
町
民
課
主
事
）

【
退
職
（
３
月
31
日
付
）】

▼
中
村
則
男
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
）
▼
馬
場
正
男
（
温
泉
総
合
支
所
長

兼
振
興
課
長
兼
住
民
福
祉
課
長
兼
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▼
岡
田
修
（
上

下
水
道
課
長
）
▼
岡
田
恵
子
（
温
泉
保

育
園
長
兼
子
育
て
支
援
部
長
）
▼
内
田

京
子
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護

師
長
）
▼
上
田
裕
子
（
福
祉
課
副
課
長

兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
仲
山
節
子
（
公
立
浜
坂
病
院
准
看
護

師
）▼
仲
島
芳
子（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

主
任
調
理
員
）
▼
中
村
み
さ
子
（
介
護

老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
准
看
護
師
）

▼
森
田
武
（
環
境
セ
ン
タ
ー
自
動
車
運

転
手
兼
作
業
員
）
▼
横
木
博
美
（
健
康

課
保
健
師
）
▼
北
垣
真
貴
子
（
介
護
老

人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士
）

【
新
規
採
用
】

　

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
が
、
新
温
泉
町
、
そ
し
て
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
発
展
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
安
心
で
き
る

保
育
を
し
た
い
で
す
。
今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
力
あ
る
新
温
泉
町
を
よ
り
元
気
に

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税務課主事
竹中　学

町民課主事
小林　雄貴

介護老人保健施設ささゆり
理学療法士
岡本　一馬

ふれあいセンター
保育士兼教諭

山崎　彩

H22（2010）.4.8
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加藤文太郎
記念図書館

「４月のおすすめの本」
ご案内

ラブリー・ボーン
アリス・シーボルト　著／ヴィレッジブックス
14 歳の少女スージーは、レイプされ
殺害された。そして犯人は平気な顔で
近所で生活し続ける。やがて悲しみの
中で崩壊していく家族。それらのすべ
てを天国から切なく見つめ続けるスー
ジーに奇跡がおとずれて…。全世界で
1000 万部突破のベストセラー作。

インドで「暮らす、働く、結婚する」
杉本昭男　著／ダイヤモンド社

インドで日本語講師としてスタートし
た著者は、カルチャーショックを受け
ながらもその魅力に惹かれていく。や
がてインド人女性を好きになったが、
この国では恋愛はご法度で、国際結婚
は命がけだった！驚愕のドタバタ、イ
ンド生活体験記。

こんな城もあったんだ
本岡勇一　著／ＴＯブックス

有名なお城ガイドは沢山あるけれど、
この本では知られざる 120 の名城を紹
介。表紙と巻頭を飾る、和田山の竹田
城の写真も見応えあり。簡単な歴史と
見所のポイント解説で、気軽に楽しめ
る日本名城・奇城ガイド。

はなさかじいさん
おくはらゆめ　絵／あかね書房

優しいおじいさんは、拾った犬に「シロ」
と名前を付けてかわいがりました。や
がて大きくなったシロは…。有名な「は
なさかじいさん」のおはなしをもう一
度読んでみませんか。ほのぼのとかわ
いい絵と新しい再話をお楽しみ下さい。

はるですよ
広野多珂子　絵／金の星社

山にも海にも野原にも春が来ました。
動物は冬眠から目覚め、植物も芽を出
します。いろんな場所で繰り広げられ
る、沢山の春の喜びを味わい深く描い
た絵本。あなたの一番素敵な春の風景
を見つけて下さい。

   TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（4月号） 12

H22（2010）.4.8

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

『さかさことばのえほん』他
◆と 　き　4月24日（土）午後２時～

『むしたちのおまつり』他
◆と 　き　5月  8日（土）午後２時～
※場所はいずれも図書館おはなし室

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。
＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

は休館日
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広報しんおんせん（4月号）

▼
作
り
方

①
ぜ
ん
ま
い
は
３
㌢
に
切
り
、
油
揚
げ

は
油
抜
き
し
て
３
㌢
の
短
冊
切
り
、

人
参
は
千
切
り
に
す
る
。

②
だ
し
汁
に
①
を
入
れ
て
煮
る
。
人
参

が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
し
ょ
う
油

で
調
味
し
、
豆
腐
を
加
え
て
、
水
で

溶
い
た
片
栗
粉
を
入
れ
、
も
う
一
度

味
を
整
え
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

 

★
ぜ
ん
ま
い
の
あ
ん
か
け

◆材料（４人分）
・ぜんまい
　（もどしたもの）・・・50g
・油揚げ・・・・・・・1枚
・人参・・・・・・・・30g
・豆腐・・・・・・・1/2 丁
・だし汁・・3と 1/2 カップ
・水溶き片栗粉・・大さじ 1
・しょう油・・・・小さじ 1
・塩・・・・・・・小さじ 1

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
新温泉町クリーン
センターごみク
レーン整備工事

田井
クリーンセンターごみ
クレーンの整備 1 式

2,961,000
平成 22年 2月 16日～
　平成 22年 3月 29日

㈱ＴＳＳ

新温泉町クリーン
センター集塵機等
整備工事

田井

クリーンセンター空気予熱
機下ダンパー等の取替整
備、集塵機及び 2号炉誘引
送風機の修繕整備 1 式

5,197,500
平成 22年 2月 16日～
　平成 22年 3月 29日

虹技㈱

新温泉町クリーン
センター粗大ごみ
切断機等整備工事

田井
クリーンセンター粗大
ごみ切断機及び飲料缶
圧縮機の修繕整備 1 式

3,097,500
平成 22年 2月 16日～
　平成 22年 3月 29日

㈱島井組プラント

浜坂北小学校営繕
工事

浜坂
特別支援教室の改造
（シャワー室 ･ 手洗 ･ 更
衣カーテン等設置）　1式

2,761,500
平成 22年 2月 16日～
　平成 22年 3月 30日

日興建設㈱

林道本谷線災害復
旧工事

久斗山
災害復旧工事
延長 25m　幅員 ４m
法面保護　面積 627㎡

7,140,000
平成 22年 2月 18日～
　平成 22年 3月 31日

㈲岡市組

171-1006
上蛇ヌケ道路復旧
工事

春来

排土工 1 式、法面工
面積 438㎡、
ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ積 延長 
25m、面積 48㎡
敷き砂利 面積 75㎡

5,460,000
平成 22年 3月 2日～
　平成 22年 3月 31日

㈱扶桑興業

浜坂認定子ども園
園舎改修工事

浜坂 園舎改修工事 1 式 3,360,000
平成 22年 3月 2日～
　平成 22年 3月 31日

㈱菅原建設

新温泉町ケーブル
テレビデジタル化
等整備工事

温泉
地域

ケーブルテレビデジタ
ル化等整備工事 1 式

31,792,950
平成 22年 3月 16日～
　平成 22年 3月 31日

富士通ネットワーク
ソリューションズ㈱
神戸営業所

（平成 22年 2月 16日～平成 22年 3月 15日契約分）
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22年 3月 23日現在

広報しんおんせん（4月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
　　　　　　　※免許の写しを合わせて提出してください。

◇採 用 期 間　平成 22年 5月   1 日～平成 22年 9月 30日まで（更新あり）
◇受 付 期 間　平成 22年 4月   8 日（木）～ 19日（月）午後 5時まで
◇面 接 日 時　平成 22年 4月 21日（水）午後 5時 15分から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２‐３１１１

平成 22 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について
職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

保育士 1名 保育業務  日額
6,800 円

 認定こども園
 満 60 歳未満
 保育士資格または
 幼稚園教諭免許

 午前 8時 30分～
 　　　　　　午後 5時
 （早出・延長・土曜勤務あり）
 社会保険・雇用保険加入

特別支援
指導補助員 1名

小学校の
障害児の
指導補助

 日額
6,800 円 浜坂北小学校

 満 60 歳未満
 幼稚園または小
 学校教諭免許

 午前 8時～
 　　　午後 4時 30分
 社会保険・雇用保険加入

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアースタッフ

不問
750～1,000

販売店員 750～1,000
調理補助 750～1,000

㈱隆栄水産 ウェイター、
ウェイトレス 不問 800～ 950

フジコン食品㈱ 計量、包
装作業員 不問 735

㈱メフォス
米子事務所 調理補助 59以下 750～ 780

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～1,500
（温泉地域）
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000

㈱寿荘 客室係 不問 800～1,200
夢夢 フロアスタッフ 18 以上 1,200～ 2,000
ケービックス㈱
鳥取事務所

クリーン
クルー 不問 725～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
浜美屋食品㈱ 事務員 59以下 145～ 180
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚 不問 126～ 149
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193
㈲松本電器商会 電気設備工事工 59以下 170～ 260

日本精機宝石工業㈱ 生産作業・
生産管理 40以下 126～ 142

㈱ヤマト物産 ルート営業 40以下 150～ 245
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150～ 250
特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
㈱リフティングブ
レーン鳥取営業所 食品の加工 不問 158～ 168

セコム㈱兵庫本部 セキュリティ
スタッフ 18以上 155～ 170

（温泉地域）
㈱井筒屋 総務係 不問 159～ 193
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 156～ 178
看護師 152～ 245

㈱寿荘 客室係 不問 176～ 286
総本家　栃泉 販売 不問 127～ 140
㈱朝野家 客室係 59以下 225～ 260
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198
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広報しんおんせん（4月号）

　―　農業委員会情報　№ 50　―

平成２２年度農作業等標準料金改定について
　平成 22 年度農作業等標準料金を次のとおり定めました。ただし、この料金はあくまでも標準となるも
のですので、双方の話し合いで調整してください。

（単位：円）
作　業　区　分 金　　額 備　考

農作業日給 （実働８時間、技術作業は別料金） 8,000 
10 アール当り

整備田 左記以外

耕うん

１回目 7,000 8,000
２回目（２番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000
湛水あらしろ同時 13,500 16,000
ディスク耕うん 7,000 8,000

機械田植え 8,300 9,400 補植は含まない
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業
バインダー作業（刈倒し・紐代含） 9,000 10,000 すみ刈含まず。委託者立会

（倒伏並びに湿田は２割～５割増。
  生籾運搬は別料金）

コンバイン作業 21,000 23,000
脱穀作業（ハーベスタ）1日 8時間 15,000

あぜぬり（機械作業で 1ｍ当り） 100  

育　　苗
（１箱当り）

硬化苗 661（運賃 89円別）
ＪＡに準ずる
（予約外は別料金）緑化苗 556（運賃 89円別）

発芽苗 420（運賃 63円別）
乾燥（生籾・コンバイン袋） 14,000（10 ａ当たり）1袋 700 円
籾摺り（30㎏） 500
※整備田とは、基盤整備されたほ場をいいます。
※この料金は、あくまで標準となるものですから、ほ場の形状，土質、進入難易度等により画一的に決定
　できませんので、当事者双方の話し合いで調整してください。

平成 22 年度新温泉町農作業等標準料金（消費税込）

◇田（水稲）10 ａ当たり （単位：円）
地　域　名 平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ数
浜坂地域 8,000 8,000 8,000 16
温泉地域 8,444 10,000 8,000 9
町全域平均 8,160 ― ― ―

※データ数は、集計に用いた筆数です。
※畑については事例がありません。

◆問い合わせ　農業委員会　℡（０７９６）８２－５６２６

農地の賃借料情報
　農地法の改正に伴い、標準小作料が廃止されたため、農業委員会は農地の賃借料情報をお知らせしてい
くことになりました。この情報は、平成 21 年 1 月から平成 21 年 12 月までに締結（公告）された賃借権
における賃借料水準です。なお、この水準はあくまでも情報提供ですので、状況に応じて貸し手、借り手
双方で協議のうえ決定してください。
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広報しんおんせん（4月号）

町立高齢者大学修了式
　本町では、町内の高齢者の方が趣味、教養を高め、生
きがいのある生活を創造していただくため高齢者大学
「宇都野学園」「とちのみ学園」を創設しています。
　３月 8日（月）は、浜坂多目的施設集会施設で宇都
野学園の修了式を行いました（写真右）。宇都野学園に
は平成 21年度、159 人が在籍し、修了式には、在校生
や修了生、学園関係者などが出席し、４年間の講座を修
了した 11人と、２年間の大学院講座を修了した 7人に
岡本町長から修了証書が授与されました。また、１年間
休まずに講座を受講した 31人の学園生には、皆勤賞が

100 歳おめでとうございます
　このたび町内で 2人の方が満 100 歳を迎えられまし
た。3月 13 日（土）は、宇都野町の西川さくさんが、
3月 26 日（金）には竹田の濟木貞子さんが誕生日を迎
えられ、それぞれ銅版の祝い状などが贈られました。
　この事業は、満 100 歳の誕生日を迎えられた方へ、
長寿のお祝いとして行っています。このうち、3月 26
日に濟木さん宅に岡本町長をはじめ、太田社会福祉協議
会副会長、中村すこやかクラブ連合会会長らが訪問し、
家族の皆さんとともに長寿を祝福しました（写真左）。

　3月 20 日（土）、浜坂多目的集会施設で、「第 20 回
福祉講演会（新温泉町社会福祉協議会主催）」が開催さ
れました。
　神戸常磐大学教授の柳本有二さんが「100 歳まで歩
くことのできる自分を目指して」と題した講演を行いま
した。柳本さんは、日ごろの健康づくりのポイントなど
についてユーモアを交えながら講演を行いました。この
ほか、地域活動支援センターなどが出店する手作りマス
コットなどの福祉バザーも行われました。

福祉講演会

授与されました。最後に在校生を含む出席者全員で「わ
たしの浜坂」を合唱しました。修了式終了後には、久谷
出身で元大阪外国語大学学長の池田修さんを講師に「日
本人のアラブ認識の変遷」と題した記念講演が行われ、
出席者は講演に聞き入っていました。
　また、３月 12日（金）には、とちのみ学園の修了式
を夢ホールで行いました（写真左）。岡本町長から２年
間の講座を修了した 19 人に修了証書、18 年間の講座
を修了した 3人に修士号が授与されました。１年間休
まずに受講した 13人の学園生に皆勤賞が授与されたほ
か、精励賞、特別精励賞の授与が行われました。
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   　　  　　   ドッジボール大会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（4月号）

　町民の健やかな心身の育成を図り、地域グループ活動
を促進することを目的として、3月 7日（日）「第 4回
新温泉町バスケットボール大会」（新温泉町体育協会主
催）が浜坂体育センター体育館で開催されました。
　大会には 5チームが参加し、リーグ戦で予選を行い、
予選リーグの 1位、2位のチームで決勝を行いました。
選手らは日ごろの練習の成果を発揮し、パスやドリブル
などスピード感あふれるプレーや、ゴール下では激しい
攻防を繰り広げるなど白熱した試合が行われました。

　3月 6 日（土）、浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で、
新温泉町スーパーソフトドッジ大会が開催され、町内の
小学生約 50人が参加しました。
　競技にはソフトバレーのミニサイズボールを使い、低
学年の部、高学年の部の 2部門に分かれて総当たり戦
で試合が行われました。攻守が目まぐるしく変わる熱戦
に、保護者らは大きな歓声をあげて応援していました。

　日本代表の元エースで、環太平洋大学（岡山市）男子
ソフトボール部監督の西村信紀さんを講師に迎えた「新
温泉町ソフトボール教室」が 3月 7日（日）、健康公園
すこやかドームで行われました。
　この教室は、ソフトボールの技術の向上を図ることを
目的として開催されたもので、小中学生から大人まで約
80人が参加しました。教室では、西村さんのピッチン
グが披露されたほか、変化球を投げる際のボールの握り
方やフォームについての指導が行われました。

ソフトボール教室

　3月 7日（日）、加藤文太郎記念図書館で手作り教室
「フェルトで小物を作ろう」が開催され、町内の小学生
15人が参加しました。
　教室は図書館で読み聞かせボランティアなどで活動し
ている藤田輝美さんを講師に迎え、小物入れ作りが行わ
れました。参加者らは、イチゴやブルーベリーなど、色
とりどりのフェルトでできた素材の中から、自分のイ
メージにあった飾りを選んでいました。そして、講師の
指導を受けながら、飾り付けを楽しんでいました。

図書館フェルト小物作り

バスケットボール大会
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上
坂
洋
子
写
真
展
「
和
紙
に
映
す 

里
山
巡
礼
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

４
月
10
日（
土
）～
29
日（
木
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

但
馬
山
岳
写
真
会
会
員
の
上

坂
洋
子
さ
ん
が
撮
影
し
た
、
消
え
行

く
里
山
の
姿
を
和
紙
に
映
し
た
作
品

を
展
示

▼
展
示
数　

40
点

▼
そ
の
他　

４
月
29
日
（
木
）
は
祝
日

の
た
め
開
館
し
ま
す
。
翌
30
日（
金
）

を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H22（2010）.4.8

ご
案
内

広報しんおんせん（4月号）

住
民
福
祉
課
福
祉
係
の

業
務
が
移
転
し
ま
す

　

５
月
６
日
（
木
）
か
ら
、
住
民
福

祉
課
福
祉
係
の
業
務
が
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
温
泉
総
合
支
所
に
変
わ
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
移
転
す
る
業
務　

介
護
保
険
、
障
が

い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
社
会
福

祉
に
関
す
る
手
続
き

▼
そ
の
他　

移
転
に
伴
い
電
話
番
号
も

変
更
と
な
り
ま
す
。新
し
い
番
号
は
、

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

住
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
は
、
４
月
29
日

（
木
）
～
５
月
５
日
（
水
）
ま
で
の
大

型
連
休
期
間
中
、休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
０
８
０

八田コミュニティセンター

「玉川兄弟写真展」のご案内

鐘尾出身で神戸市在住の玉川博教さん、正さん兄弟の 13
回目の写真展を開催します。但馬をはじめ全国の風景写真
を撮りつづけた選りすぐりの作品を展示します。

◇と　き　４月 27日（火）～５月 16日（日）
　　　　　午前９時～午後４時 30 分

　　　　　（最終日は午後４時まで）

　　　　　※毎週月曜日休館（祝日の場合は翌日）

◇ところ　八田コミュニティセンター
◇展示数　約 40 点
◇入場料　無料

―問い合わせ―
八田コミュニティセンター

℡（０７９６）９３ ‐  ０８８８

　

 

但
馬
に
就
職
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
た
じ
ま

　

来
春
、
大
学
等
を
卒
業
さ
れ
る
方
な

ど
を
対
象
に
、
但
馬
の
企
業
に
よ
る
就

職
面
接
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ

る
さ
と
但
馬
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

と
、
企
業
の
人
事
担
当
者
が
直
接
、
面

接
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ふ
る
さ

と
に
就
職
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
６
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時

お
知
ら
せ



19

　
（
正
午
か
ら
受
付
開
始
）

▼
と
こ
ろ

　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
日
高
町
土
居
）

▼
対
象
者

①
平
成
23
年
春　

大
学
、
短
大
、
各
種

専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方

②
平
成
22
年
春　

大
学
、
短
大
、
各
種

専
門
学
校
卒
業
の
未
就
職
者

③
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

※
ご
家
族
等
の
代
理
参
加
も
可
能
で
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

　

新
温
泉
町　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
） 

82 

‐
５
６
２
５

「
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

出
張
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も

り
）
の
就
労
相
談
を
行
う
「
労
協
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡
」
に
よ

る
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚
生
労

働
省
の
事
業
で
、
若
年
者
の
自
立
を
目

的
に
各
種
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。「
就
職
す
る
こ
と

に
自
信
が
な
い
」、「
子
供
が
引
き
こ

も
っ
て
い
る
」、「
自
分
に
合
っ
た
仕
事

が
わ
か
ら
な
い
」な
ど
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

４
月
16
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
相
談
料　

無
料

▼
そ
の
他　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

豊
岡
で
は
、
毎
日
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談

は
家
族
の
方
で
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
３
３
３

　

新
温
泉
町　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
は
、

町
民
や
本
町
を
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
、
本
町
の
先
人
、
歴
史
、
文
化
等

に
関
す
る
関
心
と
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
年
間
入
場
券
の
発
売
」

「
友
の
会
会
員
募
集
」
を
行
い
ま
す
。

広報しんおんせん（4月号）

H22（2010）.4.8

年
間
入
館
券
の
発
売

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
を
い

つ
で
も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
一
年
間
、
何
度
で

も
入
場
で
き
る
「
年
間
入
館
券
」
を
発

売
し
ま
す
。
以
命
亭
で
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日
～

平
成
23
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
で
購
入
さ
れ
た
人
も
有
効

期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
年
会
費　

大
人
５
０
０
円
、
小
人

３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
）

▼
展
示
内
容　

以
命
亭
ホ
ー
ル
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
企
画
展

な
ど
年
間
を
通
じ
て
展
示
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

友
の
会
会
員
募
集

　

人
々
が
集
い
、
活
発
に
交
流
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
や
情
報
発
信
機
能
を

充
実
さ
せ
る
た
め
「
浜
坂
先
人
記
念
館

以
命
亭
『
友
の
会
』」
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
本
町
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
～

　

随
時
受
付
し
ま
す

▼
主
な
事
業

①
展
示
案
内
、
友
の
会
報
の
発
行

②
本
町
の
先
人
、
歴
史
、
文
化
に
関
す

る
研
究

③
そ
の
他

▼
年
間
会
費　

１
人　

１
５
０
０
円

　
（
９
月
以
降
は
１
千
円
）

※
年
間
券
を
お
持
ち
の
方
は
１
千
円

　
（
９
月
以
降
は
５
０
０
円
）

▼
会
員
特
典　

会
員
は
次
の
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
年
間
券
入
館
券
の
配
布

②
友
の
会
報
、
出
版
物
等
の
配
布

③
友
の
会
行
事
等
へ
の
優
先
的
な
参
加

④
そ
の
他
、
先
人
記
念
館
で
の
研
究
・

指
導
等
の
便
宜

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

▲浜坂先人記念館「以命亭」
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消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
・
・
・

『
○
○
町
Ｂ
さ
ん
29
歳
の
相
談
』

　
「
以
前
受
講
さ
れ
た
講
座
が
終
了
し

て
い
ま
せ
ん
。
登
録
か
ら
名
前
を
抹
消

す
る
た
め
に
、
新
た
な
教
材
の
契
約
が

必
要
で
す
」
と
職
場
に
し
つ
こ
く
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
勧
誘
電
話
が
何

回
も
か
か
っ
て
き
て
仕
事
に
な
ら
な
い

の
で
、
勧
誘
を
止
め
た
く
て
、
言
わ
れ

る
ま
ま
に
新
た
な
講
座
を
７
件
契
約
し

ま
し
た
。
総
額
が
３
８
９
万
円
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
、
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

　

こ
れ
は
、
資
格
商
法
の
二
次
被
害
と

い
う
問
題
商
法
で
す
。
何
度
も
し
つ
こ

く
電
話
を
か
け
、
新
た
な
契
約
を
さ
せ

る
手
口
で
す
。
通
常
、過
去
の
契
約
は
、

受
講
料
を
完
済
し
た
時
点
で
、
資
格
の

取
得
に
関
係
な
く
終
了
し
て
い
ま
す
。

職
場
に
勧
誘
電
話
が
か
か
る
と
、
迷
惑

に
な
る
と
、
つ
い
言
わ
れ
る
ま
ま
に
契

約
を
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
悪
質
な

業
者
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
」
こ
と
を

説
明
し
、
周
囲
の
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

電
話
で
一
度
勧
誘
を
断
っ
た
人
に
対

し
て
再
び
勧
誘
を
行
う
事
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
勇
気
を
も
っ
て

「
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

で
も
、
断
り
切
れ
ず
契
約
し
て
し
ま
っ

た
り
、
断
っ
て
も
何
度
も
勧
誘
が
あ
る

場
合
は
お
早
め
に「
消
費
生
活
相
談
室
」

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

消
費
生
活
相
談
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

下
水
道
使
用
料
の
減
免

申
請
に
つ
い
て

　

減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
者　

浜
坂
地
域
の
一
般
住

宅
及
び
温
泉
地
域
の
地
下
水
や
山
水

を
下
水
道
に
流
し
て
い
る
一
般
住
宅

の
世
帯
員
の
中
で
、
住
民
票
が
あ
っ

て
も
進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所

な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
来
庁
の
際
は
、「
印
鑑
」「
不
在
者
の

現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
21
年
度
に
減
免
さ
れ
て
い

た
方
が
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き

減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

国
民
年
金
保
険
料
免
除

制
度
に
つ
い
て

　

所
得
の
減
少
や
失
業
等
の
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
全
額
ま
た
は

一
部
が
免
除
さ
れ
る「
申
請
免
除
制
度
」

と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未
満
の

方
が
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
免

除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
免
除
制
度

◇
全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が
免
除

H22（2010）.4.8

【
相
談
例
】

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

4月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

4月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

4月15日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

4月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866
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（
障
が
い
等
に
つ
い
て
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
）
の
日
常
生
活
に
と
っ

て
不
可
欠
な
生
活
手
段
と
な
っ
て
い

る
軽
自
動
車
等

▼
申
請
期
限　

４
月
23
日
（
金
）

※
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
さ
れ
て
も
減
免

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
場
所　

税
務
課
ま
た
は
温
泉
総

合
支
所
振
興
課

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
印

鑑
、
②
障
害
者
手
帳
等
、
③
車
検
証

等
、
④
運
転
免
許
証
、
⑤
通
院
証
明

書
等
、
減
免
を
必
要
と
す
る
理
由
を

証
明
す
る
書
類

▼
注
意
点　

普
通
車
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
を
障
害
者
手
帳
に
押
印

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

さ
れ
ま
す
。
受
給
額
に
は
、
全
額
納

め
た
と
き
の
２
分
の
１
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

◇
４
分
の
３
免
除　

保
険
料
額
の
４
分

の
３
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
受
給
額
に

は
、
全
額
納
め
た
と
き
の
８
分
の
５

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◇
半
額
免
除　

保
険
料
額
の
半
額
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
受
給
額
に
は
、
全
額

納
め
た
と
き
の
８
分
の
６
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

◇
４
分
の
１
免
除　

保
険
料
額
の
４
分

の
１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
受
給
額
に

は
、
全
額
納
め
た
と
き
の
８
分
の
７

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分

の
１
免
除
は
、
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方

②
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
、
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止

の
あ
っ
た
方

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別
障
害

給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険
料
の

納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。
10

年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は

入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

◇
対
象
者

　

30
歳
未
満
の
本
人
・
配
偶
者
（
配
偶

者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
申
請

免
除
の
対
象
者
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

▼
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
手

続
き

　

新
温
泉
町
役
場
健
康
課
も
し
く
は
温

泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
の
窓
口
へ
、

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
納
付
書
等
）

②
印
鑑

③
失
業
等
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
失

業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
、
退
職
辞

令
等
の
写
し
）

④
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
う
ち
、

平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
い
る

場
合
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で
交
付
さ
れ
る
そ
の
方
の
平
成
20
年

中
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
の
証
明
書

※
平
成
22
年
７
月
分
か
ら
平
成
23
年
６

月
分
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
７
月
１
日
か
ら
の
受
付
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
７
月
分

か
ら
平
成
22
年
６
月
分
ま
で
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
６
月
30
日

ま
で
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

を
前
年
度
に
承
認
済
の
方
で
、
継
続

審
査
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
、
平

成
22
年
７
月
以
降
に
平
成
22
年
度
分

の
審
査
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

軽
自
動
車
税
の
障
が
い

者
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

お
持
ち
の
軽
自
動
車
等
が
税
の
減
免

対
象
に
な
る
場
合
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
継
続
者
を
含
む
）。
た
だ
し
、

普
通
自
動
車
と
重
複
し
て
、
減
免
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

H22（2010）.4.8
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険
か
ら
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

請
求
先
が
労
働
基
準
監
督
署
へ
変
わ

り
ま
し
た
。

◇
事
業
主
（
船
舶
所
有
者
）
に
お
い
て

も
任
意
加
入
（
特
別
加
入
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
労
災
保
険
の
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
、
船
員
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
（
船

舶
所
有
者
）
は
、
船
員
保
険
と
は
別

に
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
一
部
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
船
員
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
５
１
４
５

　

全
国
健
康
保
険
協
会　

船
員
保
険
部

　

℡
（
０
５
７
０
）
３
０
０
‐
８
０
０

　

新
温
泉
町　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　
 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
産
水
稲
共
済
の
単
位

当
た
り
の
共
済
金
額

　

平
成
22
年
産
水
稲
共
済
に
お
け
る
主

食
用
米
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
被

害
時
に
補
償
さ
れ
る
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
の
金
額
）
は
、
次
の
金
額
と
な
り

ま
す
。

▼
最
高
額
以
外
を
選
択
す
る
場
合
の
注

意
点

　

低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
被
害
の

際
、
支
払
わ
れ
る
共
済
金
が
少
な
く
な

り
、十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

損
害
防
止
事
業
助
成
金
の
助
成
額

が
、
選
択
さ
れ
た
単
位
当
た
り
共
済
金

額
に
応
じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
最
高
額
以
外
を
選
択
す
る
場
合
の
お

手
続
き

　

５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
所
定
の

「
農
作
物
（
水
稲
）
共
済
単
位
当
た
り

共
済
金
額
個
人
選
択
申
出
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
最
高
額

（
２
０
０
円
）
を
選
択
す
る
場
合
に
は

手
続
き
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た

　
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
４
１
０

固
定
資
産
税
縦
覧
期
間
の

お
知
ら
せ

▼
縦
覧
に
供
す
る
台
帳

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
等

の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す

▼
縦
覧
場
所　

役
場
税
務
課
お
よ
び

　

温
泉
総
合
支
所
振
興
課

▼
縦
覧
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
る
方
は
、
町
内
に
所
在
す
る

土
地
・
家
屋
等
の
固
定
資
産
税
の
納

税
者
、そ
の
同
居
す
る
家
族
ま
た
は
、

代
理
権
（
委
任
状
が
必
要
）
を
有
す

る
方
に
限
り
ま
す

◇
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転

免
許
証
等
の
本
人
の
確
認
が
で
き
る

も
の
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
本
人
所
有
の
土
地
や
家
屋
以
外
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
の
た
め
、
詳
細
に
説
明
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

船
員
保
険
制
度
改
正
の

お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
「
雇

用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
船
員
保
険
の
一
部
が
労

災
保
険
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
労
災
保
険
給
付
に
係
る
取
り
扱

い
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
改
正
の
概
要

◇
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
、
仕
事
ま

た
は
通
勤
が
原
因
で
、
ケ
ガ･

病
気

ま
た
は
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
労
災
保

H22（2010）.4.8

平成 22 年産水稲共済
単位当たり共済金額

最高額   ２００円
（前年最高額は 220 円）

その他の選択できる金額
１８０円、１６０円
１４０円、１２０円
１００円　　　　　
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住
民
で
組
織
さ
れ
た
地
域
団
体
で
あ

り
、
集
落
内
で
の
合
意
形
成
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

▼
募
集
集
落　

但
馬
地
域
で
５
集
落

▼
助
成
内
容　

１
集
落
当
た
り
上
限

30
万
円
の
補
助
金
を
交
付

▼
募
集
期
限　

平
成
22
年
５
月
31
日

―

問
い
合
わ
せ―

　

但
馬
県
民
局　

豊
岡
農
林
水
産
振
興

事
務
所　

森
林
林
業
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
の
募
集

▼
活
動
内
容　

各
分
野
か
ら
選
出
さ
れ

た
委
員
と
と
も
に
、
本
町
の
国
民
健

康
保
険
事
業
予
算
・
国
保
税
の
税
率

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
応
募
資
格

・ 

国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方

・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

75
歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者

・ 

平
日
の
日
中
に
年
４
回
開
催
す
る
協

議
会
に
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
人
員　

３
名

▼
任
期　

平
成
24
年
３
月
ま
で

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
報
償
費
お
よ
び

交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す

▼
提
出
書
類　

申
込
書
、
小
論
文
「
国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
」（
字
数

８
０
０
字
程
度
）

▼
提
出
先　

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
健
康
課
国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

▼
提
出
期
限　

５
月
６
日
（
木
）

▼
選
考
方
法　

申
込
書
、
小
論
文
に
つ

い
て
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し

選
考
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所 

各
種
鳥
獣
害
対
策
事
業
の
ご
案
内

獣
害
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
募
集

　

過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
持
続

的
な
獣
害
対
策
が
困
難
な
地
域
に
て
、

対
策
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
獣
害

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

野
生
動
物
の
生
態
や
農

林
被
害
対
策
に
関
心
が
あ
り
、
小
規

模
集
落
等
の
獣
害
防
止
施
設
の
維
持

管
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

意
欲
の
あ
る
方

▼
募
集
人
数　

50
名
程
度

▼
募
集
期
間　

通
年

鳥
獣
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
育
成

ス
ク
ー
ル
第
２
期
生
募
集

　

狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
等
の
各
種
座
学
、
銃

猟
実
習
や
わ
な
猟
実
習
か
ら
な
る
「
鳥

獣
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
ス
ク
ー

ル
」
に
よ
り
、
総
合
的
な
被
害
対
策
技

術
を
身
に
つ
け
た
、
意
識
レ
ベ
ル
の
高

い
狩
猟
者
を
養
成
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

但
馬
在
住
で
概
ね
50
歳

以
下
、
狩
猟
初
心
者
や
狩
猟
（
特
に

銃
猟
）
に
関
心
の
高
い
人

▼
募
集
人
数　

10
名
程
度

▼
募
集
期
限　

平
成
22
年
５
月
31
日

集
落
ぐ
る
み
の
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
モ
デ
ル
実
証
事
業
公
募

　

野
生
鳥
獣
被
害
の
防
護
を
効
果
的
に

行
う
た
め
に
は
、
集
落
等
地
区
の
住
民

全
体
が
被
害
対
策
を
共
通
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
面
と
し
て
集
落
ぐ
る
み
で
徹

底
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
集
落
ぐ
る
み
で
野
生
鳥

獣
被
害
対
策
を
実
施
す
る
意
欲
と
合
意

を
有
す
る
集
落
等
を
公
募
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
集
落
に
は
上
限
30
万
円
の
補

助
金
を
交
付
し
、
現
地
調
査
や
集
落
会

議
・
研
修
な
ど
に
よ
り
被
害
防
止
計
画

を
策
定
、
防
護
施
設
等
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

但
馬
県
民
局
内
に
あ

る
集
落
で
、
規
約
等
を
有
す
る
集
落

H22（2010）.4.8

山火事に注意しましょう
　山火事の発生しやすい季節となりました。山火事のほ
とんどは火の取り扱いの不注意によるものです。あぜ焼
きなどをするときは消防署に届出をし、消火準備を整え
てから行いましょう。また、空気が乾燥しているときや、
風の強いときはやめましょう。

「消さないで　小さな命の　帰る場所」
豊かな自然を火災から守りましょう。
◆問い合わせ　美方広域消防本部
　　　　　℡（０７９６）９２‐０１１９

募　

集
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▼
募
集
期
限　

５
月
17
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

募
集
要
項
、
応
募
用
紙
は

役
場
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
窓
口

　

℡
（
０
３
）
３
４
０
６
‐
９
９
０
０

新
温
泉
町
体
育
協
会
か
ら
の

ご
案
内

第
４
回
新
温
泉
町
春
季
家
庭
婦
人 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

４
月
25
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
部
門

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
シ
ニ
ア
の
部

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
も
し
く

は
勤
務
す
る
女
性

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
千
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

４
月
19
日
（
月
）

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
展
示
者
の
募
集

　

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ

ん
か
！
「
一
度
記
念
に
個
展
を
開
い
て

み
た
い
」「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
作

品
を
発
表
し
た
い
」
な
ど
、
そ
の
よ
う

な
ご
希
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内　

▼
展
示
期
間　

２
週
間
程
度　

※
相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
利
用
料　

無
料

▼
対
象　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
内
容　

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
営
利
目
的
の
展
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

※
対
応
可
能
な
協
力
は
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
看
板
、
展
示
準
備
等
）

※
展
示
作
品
の
破
損
等
に
関
す
る
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

平
成
22
年
度
「
以
命
亭
・ 

古
文
書
教
室
」
参
加
者
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
で
は
、
本
町
の
歴

史
や
自
宅
の
蔵
、
押
入
れ
に
し
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
古
文
書
に
興
味

や
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、｢

古
文
書
教
室｣

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

平
成
22
年
４
月
～

　

平
成
23
年
３
月

▼
開
催
回
数　

12
回

※
毎
回
参
加
者
の
都
合
に
よ
り
、
次
回

の
日
程
を
決
定
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
２
階

▼
主
催　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　
【
前
期
】
テ
キ
ス
ト
『
但
馬

二
方
郡
城
主
時
代
記
』
を
読
み
解
く

※
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
、

浜
坂
・
温
泉
地
域
の
城
主
や
出
来
事

を
記
録
し
た
古
文
書
。

　
【
後
期
】
未
定

▼
講
師　

前
浜
坂
先
人
記
念
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

良
一
氏

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

※
た
だ
し
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」
の
年
間
入
館
券
（
５
０
０
円
）

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
別
途
購
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象　

新
温
泉
町
民

▼
募
集
人
員　

15
名
（
随
時
受
付
）

▼
準
備
物　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
鉛
筆
・
ノ
ー
ト
を
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
季
募
集

　
「
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
・
知
識

や
経
験
を
開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め

に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
強
い
意
欲

を
持
つ
方
の
募
集
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、

国
際
協
力
の
志
を
持
っ
た
方
々
を
開
発

途
上
国
に
派
遣
し
、
途
上
国
の
人
々
と

と
も
に
生
活
し
、
異
な
る
文
化
・
習
慣

に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
草
の
根
レ
ベ
ル

で
途
上
国
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
事
業
で
す
。
派
遣
期
間
は
原
則

２
年
間
で
す
が
、
１
ヵ
月
か
ら
参
加
で

き
る
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
も
あ
り

ま
す
。

▼
募
集
内
容

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
～
39
歳

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

40
～

69
歳
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第
５
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

５
月
９
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
16
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

新
温
泉
町
に
在
住
し
、

住
民
票
を
有
す
る
の
方
。（
学
生
は

除
く
）
町
外
居
住
で
新
温
泉
町
に
勤

務
す
る
方
は
２
名
ま
で
出
場
可
能
。

▼
チ
ー
ム
編
成　

男
子
40
歳
以
上
か
女

子
（
年
齢
関
係
な
し
）
が
常
時
出
場

す
る
こ
と
。

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
千
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

４
月
30
日
（
金
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

平
成
22
年
度
調
理
師 

お
よ
び
製
菓
衛
生
師
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

５
月
10
日
（
月
）

～
17
日
（
月
）

▼
試
験
日
時　

７
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
試
験
場
所　

県
立
豊
岡
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
京
町
）

「上山高原春山開き」参加者募集

◇と　　き　　４月 24 日（土）
　　　　　　　午前９時～午後３時 30 分
　　　　　　　※雨天の場合は中止
◇と こ ろ　　上山高原
　　　　　　　（集合）上山高原ふるさと館
◇主　　催　　特定非営利活動法人上山高原
　　　　　　　エコミュージアム
◇内　　容　　山開き行事、火入れ作業、昼食交流会、
　　　　　　　ハイキング
◇参加費用　　無料
◇募集人員　　先着 50 人（定員になり次第締め切り）
◇募集期限　　4月 22日（水）

―問い合わせ―
上山高原ふるさと館

℡（０７９６）９９ ‐  ４６００

皆様に喜ばれて早３年
ホームヘルパー２級の資格をもつ社員がお客様の立場で、サポート
サービスを始めて早３年がたちました。利用者様も徐々に増え、特
に「買い物代行サービス　1 回 800 円～」「病院への付き添い　2,000
円～」「墓掃除　1,600 円／ｈ」「植木の枝切り　1,500 円／ｈ」「草
抜き　1,500 円／ｈ」がご好評いただいております。お客様の笑顔が
私どもの喜びとなっております。他業種で経験を積んだベテランス
タッフが丁寧に対応をし、出来る限りのことを致しますので、気軽にご相談ください。（お見積無料）

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】

▼
合
格
発
表　

８
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～　

各
健
康
福
祉
事
務
所

▼
願
書
の
配
布　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
で
は
、
調
理
師
お
よ
び
製
菓
衛
生

師
試
験
願
書
は
４
月
か
ら
配
布
し
ま

す
。
市
役
所
、
町
役
場
お
よ
び
各
総

合
支
所
で
は
調
理
師
試
験
願
書
の
み

４
月
12
日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
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豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
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４

試　

験




